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本報告書では、鉄道事業法第 19条の 4に基づき、2023年度の当社の安全確保に向けた取り組

みについてご紹介しています。 
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ご利用のみなさまへ 

日頃より、あいの風とやま鉄道をご利用いただきまして、誠にありがとうございます。 

当社は 2015 年 3 月 14 日、北陸新幹線金沢開業と同時に運行を開始し、おかげ様で大きな事故

もなく 9周年を迎えました。 

2023年度は、新型コロナウイルスが 5類感染症に移行されたことに伴い、経済活動が活性化し

国内外から大変多くのお客様に当社をご利用いただいた中、2024年元日の能登半島地震により当

社も少なからず被害を受けましたが、地域公共交通機関としての責務を踏まえ早期の復旧に取り

組み、運行を継続してまいりました。これも皆様方のご理解、ご支援の賜物であり、深く感謝申

し上げます。 

引き続き「第 2次経営計画」に基づき安全な運行と経営の安定化を図ってまいります。 

 

当社では、これまで社員一人ひとりが密接に連携しながら課題解決に努めてまいりました。 

また、「ヒトはミスするもの」を前提として「ヒューマンエラーを大きな事象につなげない」取

り組みを進め、安全・安定運行を目指し、ルールの実行度把握や設備状態の点検・保守を確実に

行ない、事故の未然防止に努めております。 

鉄道を経営する当社にとって、「安全性の確保」は変わることのない最優先の命題です。私たち

は、法令遵守のもと、社員一人ひとりがこのことをしっかり自覚し、考動するとともにリスクに

対する感性を磨くことにより、さらなる安全性の向上に向けて、全社員が一丸となって取り組ん

でまいります。 

本報告書は、鉄道事業法に基づき、当社における輸送の安全確保の取組みや安全の実態につい

て、自らを振り返るとともにお客様に広くご理解いただくために公表するものです。この報告書

に対する皆様のご助言やご意見をお聞かせいただければ幸いに存じます。 

 

 

 

 

 

 

 
あ い の 風 と や ま 鉄 道 株 式 会 社 

代表取締役社長  伍嶋  二美男 
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１. 安全の基本方針と安全目標 

(1) 安全の基本方針 

当社は、安全を最優先するため、「運転安全規範（あいの風規第 10号）」を定めています。 

また、安全意識の高揚と具体的行動の実践を図るため、安全に係わる行動指針として「安全綱

領」と「具体的行動（安全考動）」を携行し、職場における点呼や会議にて「唱和」しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 安全目標 

また、「安全性の確保を最優先とし…」を経営理念として掲げ、年度初めに具体的数値目標を定

めたうえで、その達成を目指して取り組みを進めています。2023年度は、『列車事故（列車衝突・

脱線・火災）』『お客様はもとより当社作業にかかわる作業者の死亡事故』等の発生はありません

でした。 

今後も、着実な取り組みを推し進め目標達成を目指します。 

 

 

 

 

 

  

「安全綱領」 

(一) 安全の確保は、輸送の生命である。 

(二) 規程の遵守は、安全の基礎である。 

(三) 執務の厳正は、安全の要件である。 

「具体的行動（安全考動）」 

1. 私たちは、「基本動作の実行」と「確認の

励行」で安全輸送に徹します。 

2. 私たちは、「法令」及び「社内規程」を理

解し、「遵守」します。 

3. 私たちは、「最も安全と認められる考動」

で職務を遂行します。 

 

「経営理念」 

1. 鉄道経営の基本である安全性の確保を最優先とし、多くの県民の身近な生活路線とし

て、利用実態に即した利便性の確保を図る。 

2. 組織を簡素化して、業務の効率化を図り、健全経営を目指す。 

3. 県内公共交通機関のネットワークの結節拠点としての活用を図り、地域振興と住民福

祉の向上を目指す。 

 

【2023 年度 事故“ゼロ”目標】 

① 列車事故（列車衝突・脱線・火災） 

② ホームにおける鉄道人身傷害事故 

③ 踏切障害事故 

④ お客様はもとより当社作業に関わる作業者の死亡事故 

 事故“ゼロ”を継続 
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２. 安全管理体制と安全管理方法 

当社では、安全の確保を図るため、社長を最高責任者として体制を構築し、安全統括管理者で

ある常務取締役をはじめとする各管理者の役割と権限を定めています。 

(1)  安全管理体制 
① 安全管理組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 各管理者の役割 

管理者 役割 

社  長 輸送の安全確保に関する最終的な責任を負う。 

安全統括管理者 

（常務取締役） 
輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

運転管理者 

（営業課長） 
安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する。 

乗務員指導管理者 

（運転管理センター所長） 

運転管理者の指揮の下、運転士の資質の保持に関する事項を管

理する。 

列車運行管理者 

（輸送課長） 

運転管理者の指揮の下、輸送計画の作成及び指令業務に関する

事項を統括する。 

施設管理者 

（施設課長） 
安全統括管理者の指揮の下、施設に関する事項を統括する。 

電気管理者 

（電気課長） 
安全統括管理者の指揮の下、電気に関する事項を統括する。 

車両管理者 

（輸送課長） 
安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。 

総務企画部長 

（専務取締役） 
設備投資、財務及び要員に関する事項を統括する。 

安全推進課長 
安全統括管理者の指揮の下、安全の確保に関する事項を推進す

る。 

安全統括管理者 

（常務取締役） 

安全推進課長 

電 気 管 理 者 

（ 電 気 課 長 ） 

施 設 管 理 者

（ 施 設 課 長 ） 

運 転 管 理 者 

（ 営 業 課 長 ） 

車 両 管 理 者 

（ 輸 送 課 長 ） 

列車運行管理者

（ 輸 送 課 長 ） 

乗務員指導管理者 

（運転管理センター所長） 

総務企画部長 

（ 専 務 取 締 役 ） 

社 長 
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(2)  安全管理方法 

① 安全の日の制定 

毎月創業日の 24 日を「安全の日」と定め、社長を含めた各管理者等が現場に出向き、

管理状況の確認や「社員の声」を聞き、安全の確保に努めています。 

 

② 安全推進委員会 

毎月、社長をトップとし各管理者及び各現場長による安全推進委員会を開催し、前月

の事故、輸送障害、ヒューマンエラー（安全報告）の報告、ヒヤリハット情報の共有につ

いて意見交換を行い、必要な事項を関係する社員へ指示伝達しています。 

 

③ 安全衛生委員会 

毎月、安全衛生委員会を開催し労働災害防止に向けた取組を進めています。 

 

④ 社員の声 

現場で抽出された課題については、自箇所で工夫し解決を図りますが、自箇所のみで

は対処できない規程の変更や設備の改修等については、本社安全推進委員会で検討し、

方針決定を行っています。 

 

 

      

 

(例-1) 踏切巡回中に黒部・生地間の飯沢踏切器具箱の用水路付近の基礎が陥没しているのを発

見し、足元が悪く作業環境が劣悪であり労災事象が発生する恐れがあるだけでなく設備に

被害が出る恐れがある。 

⇒   関係箇所へ連絡し修繕を依頼、崩れたコンクリート片等を撤去し、陥没している場所に

新たにコンクリートを流し込み整えたことで作業がしやすくなり、設備への被害防止が図ら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作業時にケガをする恐れがあり設備に悪影響がある      ・コンクリートを流し込み陥没部を修繕するこ

とで作業時にケガをするリスクを低減し、設

備に被害が出ないようにした 

 

 

社員の声 改善例 
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（例-2） 泊駅ホームを巡回中に、ハンドホールの蓋が腐食しているのを確認した。蓋に足をか

けてみると踏み抜けそうであり、誤って足をかけると怪我をする恐れがある。 

⇒   蓋の取替を実施することで踏み抜きによる怪我防止が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・腐食により穴が開いている               ・新品の蓋に交換を実施した 

 

 

（例-3） 庁舎から列車を留置している線路への通路には段差が多くあり、つまずき及び転倒防止

のためスプレーを塗布して注意喚起していたが、経年により色が薄くなって効果がなくな

っている。 

  ⇒   報告のあった箇所だけでなく、現地調査を行いその他の箇所についても夜間でも視認性

が向上するよう黄色の塗料を塗り、注意喚起効果の向上が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・夜間になると視認性が悪くなりコンクリートの         ・黄色の塗料を塗りなおし、視認性が向上 

  角などにつまづき、転倒する恐れがある 

 

                           ・報告があった箇所以外についても、転倒する恐 

れがある場所には、黄色の塗料を塗り注意喚起 

                            を実施 
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⑤ 内部監査 

毎年、内部監査員の資格を持つ社員が内部監査を実施しています。 

また、社長以下、管理者、現場長等が運輸安全マネジメントへの理解をより深めるため

外部講師による最新事例に基づく研修を受講しています。 

今後も、監査を通じ「ＰＤＣＡサイクル」を廻し、継続的な改善に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 安全重点施策 

私たちが行う鉄道事業は、お客様の尊い命をお預かりしています。この責任を決して忘れず、

安全最優先を積み重ねていくことが使命です。 

安全の確保は、一人ひとりの社員が自身の役割を正しく理解し確実に実行することで成り立ち

ます。そのために、決められた「ルールの遵守」、意識ある「基本動作の実行」、業務に対する「知

識・技能の向上」に取り組み、列車の運行場面において判断に迷った時は、躊躇なく列車を止め

るなど最も安全と認められる行動を実行しています。 

 

(1) 決められたルールを遵守し、意識ある確認と基本動作の実行 

   決められたルールや基本動作をしっかりと理解し、自ら納得し強い意志で遂行しています。 

また、ヒューマンエラーを防止するため、意識をこめた指差喚呼を実行しています。 

 

 

 

 

 

 

  ・輸送業務における指差確認     ・片手水平上げ          ・運転士による信号喚呼 
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(2) 業務に対する知識・技能のレベルアップ 

安全確保の基礎となる業務に対する知識の習得、技能の向上に努めています。 

また、過去の重大事故や他社で発生した事故から学び、安全に対する意識を高め、同種事故の

発生防止に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

  ・駅係員による信号手動制御訓練  ・車両を連結する際の手旗合図   ・列車防護訓練 

 

 

 

 

 

 

  ・シミュレーターによる列車操縦訓練 ・車いすの介助訓練       ・レール交換訓練 

 

(3) 自然災害や異常時における対応能力の向上 

   自然災害や異常時において迅速で的確な対応ができるよう、普段から情報の収集や異常時の対

応等で得た知見の共有や水平展開を図り、連絡体制、マニュアル等を整え、各種訓練に取り組ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

  

・全系統を集めたロールプレイング訓練 ・車両の脱線復旧訓練        ・列車からのお客様降車介助訓練 
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また、相互の連携強化を目的に、隣接する鉄道会社や外部機関（警察・消防等）と訓練を実施し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  ・消防による救命講習を受講     ・他の鉄道会社との異常時合同訓練 ・JAFによる脱輪自動車撤去訓練 

 

 

(4) 安全管理体制を確立 

   運輸安全マネジメント制度の趣旨に基づき、経営トップから現場まで一丸となった安全管理体

制を強化し、列車事故「０」、感電、墜落、触車（三大労災）などの重大な労働災害「０」を継続

しています。 

 

 

 

 

 

 

 ・外部講師による運輸安全マネジメ  ・外部安全体感施設にて保護具の  ・無線機を使用したコミュニケーシ 

  ント研修              正しい着用方法を学ぶ様子     ョントレーニング 

 

 

(5) 安全に係る設備の充実 

安全性の向上を図るための設備の導入・改修および安全性の維持・確保のための鉄道設備の新

設や取り替えなどを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

        

・521 系車両 コンプレッサー交換          ・石動～福岡駅間 寄島踏切 老朽しゃ断機取り替え 
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・呉羽～富山駅間 馬面踏切 踏切設備の整備                  ・踏切道を拡幅 

 

 

※ 降雪状況に応じた除雪ができるよう改良 
ロータリー（投雪）とラッセル（排雪）を切替可能な除雪装 

置を備え、降雪状態に応じて適切な除雪を行うことができま 

す。その他、想定を超えた雪圧が除雪翼に掛かった際にオペ 

レーターへ知らせる過負荷警報装置の設置などの改良がな 

されています。 

 

・投排雪保守用車の導入（ENR－1000 系機械） 

 

 

４. 輸送の安全確保 

(1) 乗務員養成 

   当社では、運転士・車掌の養成を自社の乗務員養成所にて行っています。 

新たに運転士を養成する場合には、車掌に対して社内選考試験を実施し、合格者を乗務員養成

所にて教育し、国土交通省が実施する「動力車操縦者運転免許試験」を受検しています。 

また、試験に合格し免許の交付を受けた後も単独乗務に向けて訓練・教育を重ね、運転士指導

担当による見極め試験に合格して初めて単独乗務できるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ・乗務員養成所での学科講習の様子 ・動力車操縦者運転免許授与式    ・現車を使用した技能講習の様子 
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(2) 資質管理（主なもの） 

① アルコールチェック 

      

 

 

 

 

 

② 乗務員の私物携帯電話 

 

 

 

③ 運転適性検査・医学適性検査 

 

 

 

④ 知悉度把握試験・各種競技会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ・電気関係技能競技会表彰式            ・駅運転知悉度把握試験表彰式 

(3) 自然災害への備え 

ゲリラ豪雨・台風等の水害や雪害に備え、気象会社による気象予測情報を導入しているほか、

当社気象システムにより各地の気象情報がリアルタイムに確認できる仕組みを構築し、迅速かつ

的確な対処に務めています。 

また、雪害に備えた冬期前点検及び訓練を行うとともに、12月 1日から２月末日までの期間に

おいて雪害対策本部を設置して対応にあたりました。 

 

列車の運転に直接関係する乗務員をはじめ

とする運転に従事する社員には、点呼時にア

ルコール検知器により呼吸濃度を計測し、酒

気を帯びていないかを点呼執行者と相互に確

認し安全な運行管理を行っています。 

 

 業務中の私物携帯電話については、乗務前に必ず電源「切」として乗務鞄に収納してい

ます。業務中は点呼時に貸与される業務用携帯電話を連絡手段として使用しています。 

鉄道に関する技術上の基準を定める省令に定められており、適正については、運転関係

業務適性検査準則等を定め、運転に従事する社員の管理を行っています。 

社員の知識・技能レベルの確認を行うことで個人把握の充実を図り、長所を伸ばし短所

を補う指導・教育を行い実務能力の向上につなげています。 
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1 月 1 日に発生した能登半島地震では、緊急地震速報を基に緊急停止信号をあいの風線区内全

域に発信、運転士が列車を緊急停車させお客様の安全確保に務めるとともに、線路設備の被害に

対して早期に復旧活動を行いました。 

① 気象システムによるリアルタイムな監視 

各地の気象観測端末を一元管理しています。また、徐行区間や運転休止区間が表示されま

す。（スマートフォンやタブレット端末でも確認できます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 気象予測会社との連携 

当社は、雨・風・雪の情報収集手段として、ウェザーニューズ社と連携し情報提供を受け、

同社サービスの ZUCAI（「強風に関する警戒レベル」「降雨予測」「積雪予測」）による各予報を

活用し、総合的な判断のもとで列車の運転計画を作成し、お客様へ情報発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 雪害に対する備え 

冬期間における取扱いを取りまとめた「雪害対策要領」を定め、投排雪保守用車の操縦訓

練やパンタグラフの着雪除去訓練を積み、雪に備えています。 

雪積監視 地震監視 雨量監視 レール温度監視 風速監視 
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・投排雪保守用車              ・操縦訓練 

 

 

 

 

 

 

・パンタグラフ着雪除去を想定した訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 水害に対する備え 

排水路の改修や、定期的な清掃を行っています。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 地震への対応 

     能登半島地震での被害に対して早期に復旧しました。 

        

「雪害対策本部」 

12 月 1 日から翌年 2 月末日の冬期間に設置され、大雪が予想され

た場合等に列車運行の見直し、線路除雪等の計画を行います。 

現地からの情報収集や気象予報（ZUCAI）を基に安全な運行管理で

雪害対応を行っています。 
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(4) 異常時等に遭遇した際の心得 

 異常時等に遭遇した場合には、的確な判断と迅速な行動が求められます。当社では、「事故遭

遇時社員必携」と「救護ワッペン」を全社員に携行させ、社員として安全最優先に考動できるよ

う、また、あいの風とやま鉄道の社員であるという証のワッペン装着で異常時対応に努めるこ

と、また、他社で発生した異常時に遭遇した時にもワッペンを活用し、鉄道員として積極的に協

力を申し出て事態の対応に当たるよう教育を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故遭遇時社員必携                救護ワッペン 

 

 

５. 安全対策の実施費用 

線路や車両等、鉄道設備の安全性の維持・確保のため、投資・修繕を計画的に実施しておりま

す。2023年度は 1,146,977 千円（千円以下切捨）となりました。 

項  目 
金 額 

(千円以下切捨) 
備  考 

老朽設備取替額 192，395千円 

・電気系設備改修工事 

・変電所断路器取替 

・支持物建替・塗替 等 

保安防災対策額 560，870千円 

・踏切拡幅工事 

・地震計設備更新 

・井戸散水配管工事 等 

安全・安定輸送額 100，053千円 

・こ線橋修繕工事 

・駅照明設備の LED化 

・光ケーブルの新設 等 

車両その他額 293,658千円 
・投排雪保守用車制作 

・車両備品 等 

引き続き、お客様に安心してご利用いただけるよう取り組んでまいります。 
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６. 2023 年度 鉄道運転事故及び輸送障害の発生状況 

   2023年度に発生した鉄道運転事故、輸送障害の発生状況は次のとおりです。 

 

I. 鉄道運転事故（列車衝突、列車脱線、列車火災、踏切障害事故など） 

      発生しませんでした。 

II. 輸送障害 
※ 輸送障害とは、鉄道事故等報告規則に定める、旅客列車に 30 分以上の遅れや運転休止となった件数です  

２３件発生しました。 

〈 内 訳 〉 

① 部内原因による障害（当社の鉄道設備故障や取扱誤り）        6件 

② 災害による障害 （雨、風、雪等）                 10件 

③ 第三者による障害（車の脱輪・公衆立入・飛来物・動物・他社設備の 

故障によるもの等）                        7件 

    【部内原因による輸送障害件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

III.インシデント 
※ インシデントとは、鉄道運転事故が発生する恐れがあると認められる事態のことです   

      ありませんでした。 

 

IV. 行政指導等 

 ありませんでした。 

  

系 統 
2023年度  2024年度 

の目標(件) 目標(件) 実績(件) 

指 令 0 0  0 

駅 0 1  0 

乗 務 員 0  0  0  

車 両 0 3  1 

施 設 1 0  1 

電 気 2 1  1 

そ の 他 0 1  0 

合 計 3 6  3 

鉄道事故等の発生はなく、輸送障害は 23件発生し、内 17件が災害や第三者によるものでした。

また、『部内原因（鉄道設備の故障や取扱い誤り）における輸送障害件数を 3件以下』として取

組を進めましたが、6件発生しました。 

今後も継続した取組みを進め、安全輸送の徹底に努めてまいります。 
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７. お客様への情報提供と事故防止啓発活動 

(1) 運行状況 

あいの風とやま鉄道の列車の運行情報や計画運休については、当社 HPにてお知らせしているほ

か、リアルタイムで運行状況をお知らせする「あいトレ」にてご確認いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   このほか、当社公式 X（旧 Twitter）でも、列車に遅れが発生した場合にお知らせしています。 
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(2) 多言語放送によるご案内 

   海外からのお客様へのご案内には、駅係員・車掌による英語アナウンスのほか、「多言語放送ア

プリ」による自動放送案内を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 踏切事故防止キャンペーン 

   毎年度、春及び秋の全国交通安全運動期間には、「踏切事故防止キャンペーン」と題し、現業箇

所において、交通量の多い踏切を中心に歩行者・自転車・自動車に向けて踏切安全啓発チラシを

配布し、安全に対する呼びかけ活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

   ・鉄道 OB 会の皆様による啓発活動         ・周辺学校の学生とともに啓発活動を行う様子 
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８. ご利用者・沿線の皆様へのお願い 

(1) 踏切を通るとき 

踏切を横断する際は、必ず一旦停止し、左右及び前方の確認をしっかり行ってください。また、

注意表示のある踏切では表記事項について特段の注意をお願いいたします。 

 

(2) 踏切やその付近で異常を発見したとき 

踏切で車が動けなくなったり、踏切及びその付近で異常を発見した時は、近くの非常ボタンを

押してください。列車の運転士に異常を知らせ、列車を緊急停車させます。 

 

(3) ホームを歩くとき 

歩きながらの携帯電話のご使用は、ホームからの転落、お客様同士の衝突や列車との接触の恐

れがあります。大変危険ですのでお控えください。また、ホームを歩かれる時や列車をお待ちい

ただく際は、黄色い点字ブロックの内側までお下がりください。 
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(4) ホームから線路に人が転落した時など、異常を見つけたとき 

お客様がホームに転落されたときは、ホームの柱などに非常ボタンが設置されている駅があり

ます。非常ボタンを押すと駅に進入してくる列車の運転士や駅員に通報できますので、列車を緊

急に止める必要があるときは非常ボタンを押してください。また、ホーム上で火災を発見したと

きには、併せて火災報知器も使用してください。 

その際は、大変危険ですので絶対に線路には降りないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 線路内に物を落としてしまったとき 

線路内に物を落とされたときは、駅係員もしくは乗務員にお知らせください。むやみに線路に

下りられることは、列車と接触する恐れがあり大変危険ですのでお止めください。 

(6) 不審な人や不審な物を発見したとき 

駅構内や車内など鉄道施設内で不審者・不審物を発見された場合は、決して近寄らずに駅係員

又は乗務員にお知らせください。 

 

(7) 車内で傷害などの危険な行為を見つけたとき 

車内で刃物を振り回す、油をまいて火をつける、紙袋の中を傘で何度も突いているなどの危険

な行為や疑わしい行為、痴漢や盗撮などの犯罪行為を見つけたときは、ためらわずに車内 SOS ボ

タンを押して乗務員に知らせてください。緊急を要する場合は、110番に通報してください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告書のご感想、弊社の安全への取組に対する

ご意見をお寄せください。 

〒930-0001 富山市明輪町 1番 50号 

あいの風とやま鉄道株式会社  

TEL 076‐444‐1300  

（営業時間：平日 8:30～17:15）  

弊社 HPからもご意見をお寄せいただけます。 

http://ainokaze.co.jp/guide/contact 

 

 

http://ainokaze.co.jp/guide/contact

